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概要

NSP-1モニタリングツー
ルの概要

NSP-1 モニタリングツールは、ソニー ネットワークプレー
ヤー マネージメントソフトウェア BZNP-D1 に含まれてい
ます。BZNP-D1 は、ネットワークを通じてコンテンツを
ネットワークプレーヤーNSP-1 に送信し、店内での商品説
明や街頭での広告を再生するシステムを管理するソフト
ウェアで、NSP-1 モニタリングツールは各NSP-1 の状態の
監視や再生結果の確認を行うために使用されます。
NSP-1 モニタリングツールは、通常、BZNP-D1 のメインの
ソフトウェアと同じ PCにインストールして使用し、シス
テム内の各NSP-1 と定期的に通信を行って状態の監視や再
生結果の確認を行います。運用の方法によっては、ネット
ワーク上の別の PCで使用することもできます。

• NSP-1 モニタリングツールをお使いいただくためには、
BZNP-D1(NSP-1 を 10 台まで管理できる有償ソフトウェ
ア ) と、BZNP-DP50 のライセンスを少なくとも 1つご購
入いただく必要があります。

• BZNP-D1 のメインのソフトウェアとNSP-1 モニタリング
ツールを同一の PC上で同時に使用することはお勧めで
きません。特に、NSP-1 から再生結果を取得する操作は
PCに負荷がかかるため、BZNP-D1 の運用中は行わない
ようにしてください。 
BZNP-D1 の運用中にNSP-1 から再生結果を取得する必要
がある場合は、NSP-1 モニタリングツールを別の PCで
お使いになることをお勧めします。

各ソフトウェアやツールは、インストール時に表示される、
付属の使用許諾書による契約にもとづき、それぞれ 1台の
PC上に限って使用することができます。

NSP-1 モニタリングツールの機能
NSP-1 モニタリングツールは、BZNP-D1 のメインのソフト
ウェアで登録したNSP-1 に対して、次の項目を監視、確認
できます。
通常の運用では自動で定期的にNSP-1 から情報を取得しま
すが、必要な場合は手動で情報を取得することもできます。

NSP-1 のステータスの監視
各NSP-1 の現在の状態を監視するために使用します。一覧
表で表示され、情報を取得するたびに更新されます。
• 各NSP-1 との通信の状態
• 各NSP-1 で再生されている一日のスケジュールやプレイ
リストとその再生の状態

• 各NSP-1 のハードウェアの状態とハードディスクの空き
容量

過去に発生したエラーの履歴を表示させ、確認することも
できます。

NSP-1 で行った再生結果の確認
各NSP-1 に記録されている再生結果のデータを取得し、過
去に行われた再生とその結果を確認することができます。
• 選択したNSP-1 での再生結果 
一ヶ月単位でカレンダー上に表示されます。

• カレンダー上で選択した日に再生が行われた各プレイリ
ストの開始、終了時刻と再生結果、繰り返し再生を行っ
た場合はその回数

• カレンダー上で選択した日に、各レイヤー上で再生が行
われた素材と開始、終了時刻、再生結果

• カレンダーで選択した日に行われた制御の結果

工場出荷時の初期状態のNSP-1 は、再生結果を記録する設
定になっていません。再生結果の確認を行うには、NSP-1
のユーザー設定画面で、再生結果を保存するように設定を
変更してください。
またNSP-1 モニタリングツールのほうも、初期状態では、
自動的に再生結果のデータをNSP-1 から取得するようには

ご注意

ご注意
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設定されていません。環境設定ダイアログボックスでデー
タの自動取得に関する設定を行ってください。

◆ NSP-1 の設定については、NSP-1 の取扱説明書をお読みくださ
い。 
環境設定について詳しくは、「NSP-1 モニタリングツールの環境
設定を行う」 （21 ページ）をご覧ください。

取得した再生結果のデータは、すべて CSV(Comma 
Separated Values) という、データの各項目がコンマ ( ， ) で
区切られたテキストファイルとして保存されます。
Microsoft Excel など、他のアプリケーションに表として読
み込んで、印刷やデータ処理を行うことができます。

◆ 再生結果のデータについて詳しくは、「再生結果のデータ保存に
ついて」 （22 ページ）をご覧ください。

NSP-1 モニタリングツールには、この他にNSP-1 モニタリ
ングツール自体の設定の機能などがあります。
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操作ウィンドウ

NSP-1 ステータス監視ウィンドウ
NSP-1 モニタリングツールを起動すると、下図のような
NSP-1 ステータス監視ウィンドウが表示されます。
ここには、NSP-1 のステータスが表示されます。
リストの各欄は、境界をマウスでドラッグすることで幅を
調整したり、非表示にしたりすることができます。非表示
にした欄がある境界部分をダブルクリックすると、非表示
となっていた欄が表示されるようになります。

NSP-1 ステータス監視ウィンドウに情報が何も表示されな
い場合は、NSP-1 モニタリングツールをお使いいただくた
めに必要な、BZNP-D1 と BZNP-DP50 のライセンスを登録
し、NSP-1 の設定情報を読み込む必要があります。

◆ ライセンスを登録する方法については、「ライセンスを登録す
る」 （20 ページ）をご覧ください。 
NSP-1 の設定情報については、「管理を行うNSP-1 の情報を読
み込む」 （20 ページ）をご覧ください。

 

a メニューバー
NSP-1 モニタリングツールの機能を使用するためのメ
ニューが表示されています。メニューのいずれかを選択す
ると、そのメニューに含まれているコマンドが表示されま
す。

また、メニューバーのほかに、ステータスリストの各行を
右クリックすることによってもメニューが表示され、右ク
リックしたNSP-1 に対して、メニューに含まれているコマ
ンドに対応する機能を使用することができます。

ヒント

3エラー検索および 
    エラー履歴ボタン

再生状態 機器の状態通信の状態

1メニューバー 2全体の状態表示

4NSP-1 のステータスリスト
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b 全体の状態表示
ここには、システム全体の現在の状態が表示されます。
NSP-1 モニタリングツールでは、NSP-1 の状態を青 ( 正常 )
または赤 ( エラー ) で表示します。システム内のすべての
NSP-1 の状態が正常であれば、システム全体も正常で青表
示ですが、どこかでエラーが検出されると、システム全体
もエラーとなります。

NSP-1 モニタリングツールのアラーム通知設定を行うこと
で、システムにエラーが検出された場合に、警告音を鳴ら
したり、自動的に電子メールを送信したりすることができ
ます。

◆ アラーム通知設定について詳しくは、「アラーム通知に関する設
定を行う」 （23 ページ）をご覧ください。

c エラー検索およびエラー履歴ボタン
エラー検索ボタンは、現在発生しているエラー ( 赤色の表
示 ) を検索するために使用します。
クリックするたびに、選択されている位置より下でエラー
が発生しているNSP-1 を検索し、その行をハイライト表示
します。最終行まで検索した場合は、リストの先頭に戻り
ます。
エラー履歴ボタンは、過去に発生したエラーの履歴を確認
するために使用します。
クリックすると StatusLog フォルダのウィンドウが開きま
す。エラー履歴のログファイルは、YYYYMMDD.csv とい
うフォーマットのファイル名で保存されています。例えば、
20050101.csv というファイル名は、2005 年 1 月 1日のログ
ファイルとなります。ここでログファイルを開いて、その
日に発生したエラーの履歴を表示させることができます。
この機能は、通信や再生の状態など、時間が経つとNSP-1
ステータス管理ウィンドウでは表示されなくなってしまう
エラーを、後から確認するのに便利です。

d NSP-1 のステータスリスト
各NSP-1 のステータス ( 状態 ) の一覧が、通信、再生、機
器の 3種類に分かれて表示されています。NSP-1 の運用休
止時間中および起動中など、再生および機器のステータス
がわからない場合は、該当する欄は空欄になります。
ここから、個々のNSP-1 の詳細情報を表示させることがで
きます。詳細情報を表示させることで、NSP-1 が運用休止
中または起動中かどうかということや、エラーが検出され
ている場合には、エラーの内容を知ることができます。

◆ 詳細情報表示について詳しくは、「NSP-1 の詳細なステータス情
報を確認する」 （14 ページ）をご覧ください。

通信の状態
各NSP-1 との通信の状態 ( 左側 ) および再生結果の取得状
態 ( 右側 ) がマークで表示されます。また、NSP-1 の IP ア
ドレス、名称、所属しているグループ ( 複数のグループに

所属しているNSP-1 の場合は、もっとも優先順位の高いグ
ループ ) も表示されます。
通信の状態 ( 左側 ) は、正常に通信が行われている場合は青
色の表示、通信できない場合には赤色の表示となります。
また、通信を試みている間は、 のマークが表示されます。
再生結果の取得状態 ( 右側 ) は、NSP-1 モニタリングツール
がNSP-1 から再生結果の取得を行っている間は、 のマー
クが表示されます。
再生状態
各NSP-1 のスケジュール再生の状態を、青 ( 正常 ) または
赤 ( エラー ) で表示します。スケジュール再生を停止してプ
レビューが行われていると、黄色の表示となります。
また、再生に使用されている一日のスケジュールとプレイ
リストのタイトルもここに表示されます。
機器の状態
各NSP-1 の機器の状態を表示します。また、NSP-1 のハー
ドディスクの残容量も表示されます。残量欄の 2つの数値
は、左側が動画・オーディオの領域の残容量、右側がその
他のデータ領域の残容量を示しています。

ヒント
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NSP-1 再生結果ウィンドウ
NSP-1 のユーザー設定画面で再生結果を保存するように設
定しておくと、再生の結果がログデータとして各NSP-1 に
記録されます。NSP-1 モニタリングツールは、システムの
各NSP-1 からログデータを収集してまとめて保存すること
ができ、NSP-1 再生結果ウィンドウで過去に行われた再生
結果を詳細に確認することができます。
NSP-1 再生結果ウィンドウは、NSP-1 ステータス監視ウィ
ンドウで、リスト上のNSP-1 を右クリックして、メニュー
上の [ 再生結果表示 ] を選択すると表示されます。

NSP-1 再生結果ウィンドウを開いた直後は、再生結果表示
画面と再生結果の詳細画面は空欄になっています。
NSP-1 から再生結果を取得し、カレンダー画面で日付をク
リックすると、選択した日の再生結果が下図のように再生
結果表示画面と再生結果の詳細画面に表示されます。

a NSP-1 ドロップダウンリストボックス
再生結果が表示されているNSP-1 の名称が表示されます。
また、ここで別のNSP-1 を選択して、再生結果を確認する
こともできます。

ヒント

1NSP-1 ドロップダウンリストボックス

再生結果の詳細画面 
（11ページ参照）

再生結果表示画面 
（10ページ参照）

カレンダー画面 
（9ページ参照）
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カレンダー画面
NSP-1 ドロップダウンリストボックスで選択されている
NSP-1 の 1ヶ月間の再生結果が日付の背景色で表示されま
す。
また、ここで詳細な再生結果を表示させる日付を選択する
ことができます。
カレンダーの下には、現在の日時が表示されています。

a 表示月ドロップダウンリストボックス
カレンダーの表示月を選択するためのドロップダウンリス
トボックスです。年および月を選択すると、表示が切り替
わります。

b 前月、次月ボタン
現在表示されている月の、前月または次月を選択します。

c 今月表示ボタン
クリックすると、他の月の表示になっているカレンダーを、
今月の表示に戻すことができます。

d カレンダー表示
選択されているNSP-1 の 1ヶ月間の再生結果が日付の背景
色で表示されます。スケジュール再生が正常に実行された
日は青色、再生に何かのエラー ( 各素材またはプレイリス
トの再生にエラーが発生した ) があった日は赤色となりま
す。グレーの背景色は、NSP-1 からの再生結果の取得が行
われていないか、NSP-1 で再生が実行されなかったことを
意味しています。
カレンダー上の日付をクリックすると、クリックした日の
再生結果の内容を再生結果表示画面および再生結果の詳細
画面に表示させることができます。
また、カレンダー画面のどこかを右クリックするとメ
ニューが表示され、NSP-1 から再生結果を取得したり、
NSP-1 モニタリングツールに保存されている再生結果の
データを削除したりすることができます。

e 現在日時表示
現在の日時を表示しています。
Windows で指定されている日付の表示形式にかかわらず、
常に同じ形式で表示されます。

3今月表示ボタン

1表示月ドロップダウンリストボックス

2前月、次月ボタン

4カレンダー表示

5現在日時表示
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再生結果表示画面
NSP-1 再生結果ウィンドウのカレンダー部分で日付を選択
すると、選択した日の再生結果がこの画面に現れます。

a 再生日表示
カレンダー画面で選択した日付が表示されます。表示され
ている再生結果は、この日のデータです。

b エラー検索、新規保存およびエラーコード表ボタン
エラー検索ボタンは、NSP-1 ステータス監視ウィンドウの
エラー検索ボタンと同様に、発生した再生エラー ( 赤色の
表示 ) を検索するために使用します。
クリックするたびに、選択されている位置より下でエラー
が発生したプレイリストを検索し、その行をハイライト表
示します。最終行まで検索した場合は、リストの先頭に戻
ります。
新規保存ボタンは、選択されている日の再生結果のデータ
ファイルを、任意のフォルダに別のファイルとして保存し
ます。ファイルには、再生結果表示画面には表示されてい
ない項目も含まれています。
エラーコード表ボタンは、別ウィンドウにエラーコードの
意味の一覧を表示します。

c 一日のスケジュール表示
再生結果リストで選択されているプレイリストが指定され
ていた一日のスケジュールのインデックスとタイトルが表
示されます。
途中で一日のスケジュールが差し替えられた場合は、プレ
イリストを順番に選択することによって、どこで一日のス
ケジュールが変更されたかがわかります。

d 再生結果リスト
選択されている日に再生された各プレイリストの一覧が、
再生開始および終了時刻と再生結果、再生回数と共に表示
されます。
結果欄の青色のマークは正常に再生が行われたことを、赤
色のマークは何かエラーがあったことを意味しています。
赤色のマークの場合には、エラーの種類を示すエラーコー
ドも表示されます。

• NSP-1 は、再生スケジュールが指定されていない時間帯
にスクリーンセーバーを再生する場合があります。再生
されたものが、BZNP-D1 でスクリーンセーバーとして指
定したプレイリストではなく、NSP-1 に組み込まれてい
たスクリーンセーバーの場合は、再生結果は表示されま
せん。

• プレイリストをプレビューした場合は、プレビューした
プレイリストのデータが表示されますが、素材単独のプ
レビューが行われた際の再生結果はこの画面には表示さ
れません。素材のプレビュー時の再生結果は、再生結果
の詳細画面で確認することができます。

1再生日表示

4再生結果リスト

2エラー検索、新規保存および 
    エラーコード表ボタン

3一日のスケジュール表示

ヒント
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再生結果の詳細画面
NSP-1 再生結果ウィンドウのカレンダー部分で日付を選択
すると、選択した日に各レイヤーで行われた再生の結果と、
制御の結果が、この画面に現れます。

a レイヤー選択ボタン
表示するデータの種類 ( レイヤーまたは制御 ) を選択しま
す。この図では背景レイヤーが選択されており、背景レイ
ヤー上に表示された静止画の素材の一覧が表示されます。

b 再生日表示
カレンダー画面で選択した日付が表示されます。表示され
ている再生結果は、この日のデータです。

c エラー検索、新規保存およびエラーコード表ボタン
エラー検索ボタンは、他の画面のエラー検索ボタンと同様
に、発生した再生エラー ( 赤色の表示 ) を検索するために使
用します。クリックするたびに、選択されている位置より
下のエラーを検索し、その行をハイライト表示します。最
終行まで検索した場合は、リストの先頭に戻ります。
新規保存ボタンは、選択されているパネルの再生結果の
データファイルを、任意のフォルダに別のファイルとして
保存します。ファイルには、再生結果の詳細画面には表示
されていない項目も含まれています。
エラーコード表ボタンは、別ウィンドウにエラーコードの
意味の一覧を表示します。

d 再生結果リスト
選択されている日に選択されているレイヤー上で再生され
た素材の一覧が、再生開始および終了時刻、再生結果と共
に一覧で表示されます。再生結果がエラー ( 赤色のマーク )

であった場合には、エラーの種類を示すエラーコードも表
示されます。
結果欄の青色のマークは正常に再生が行われたことを、赤
色のマークは何かエラーがあったことを意味しています。

• BZNP-D1 でスクリーンセーバーとして指定したプレイリ
ストではなく、NSP-1 に組み込まれていたスクリーン
セーバーの再生結果は表示されません。

• 通常のスケジュール再生やプレイリストのプレビュー時
と同様、素材単独のプレビューが行われた際の再生結果
も、ここに表示されます。

1レイヤー選択ボタン

4再生結果リスト

3エラー検索、新規保存および 
    エラーコード表ボタン

2再生日表示

ヒント
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第 章起動と終了

NSP-1モニタリングツー
ルを起動する

NSP-1 モニタリングツールは、NSP-1 の状態を監視、確認
するために、システム内の各NSP-1 とネットワークを介し
て通信を行います。BZNP-D1 と同時に使用する場合は、
BZNP-D1 の運用の妨げにならないようにご注意ください。
特に、NSP-1 から再生結果を取得する操作は PCに負荷が
かかるため、BZNP-D1 の運用中は行わないようにしてくだ
さい。

1 Windows のタスクバーにあるスタートボタンをクリッ
クして、すべてのプログラム、NSP-1 Management、
NSP-1 モニタリングツールを順番に選択します。 
 
下図のようにNSP-1 ステータス監視ウィンドウが表示
され、操作を行うことができるようになります。

• NSP-1 ステータス監視ウィンドウに情報が何も表示され
ない場合は、NSP-1 モニタリングツールをお使いいただ
くために必要な、BZNP-D1 と BZNP-DP50 のライセンス
を登録し、NSP-1 の設定情報を読み込む必要があります。

◆ ライセンスの登録については、「ライセンスを登録する」 （20
ページ）をご覧ください。 
NSP-1 の設定情報については、「管理を行うNSP-1 の情報を
読み込む」 （20 ページ）をご覧ください。

• 工場出荷時の初期状態のNSP-1 は、再生結果を記録する
設定になっていません。再生結果の確認を行うには、
NSP-1 のユーザー設定画面で、再生結果を保存するよう
に設定を変更してください。 
またNSP-1 モニタリングツールのほうも、初期状態で
は、自動的に再生結果のデータをNSP-1 から取得するよ
うには設定されていません。環境設定ダイアログボック
スでデータの自動取得に関する設定を行ってください。

◆ NSP-1 の設定については、NSP-1 の取扱説明書をお読みくだ
さい。 
環境設定について詳しくは、「NSP-1 モニタリングツールの環
境設定を行う」 （21 ページ）をご覧ください。

NSP-1モニタリングツー
ルを終了する

1 NSP-1ステータス監視ウィンドウ右上隅にある[×](閉じ
る ) ボタンをクリックします。 
 
NSP-1 ステータス監視ウィンドウが閉じます。 
NSP-1 再生結果ウィンドウなど、他のウィンドウを開
いている場合には、それらも自動的に閉じます。

NSP-1 との通信が行われている間にNSP-1 モニタリン
グツールを終了させようとすると、通信を中止して終
了するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 
終了させてよいときは、[ はい ] を選択してください。

ご注意

ヒント

ヒント
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日常の操作

システムを監視する

システムの各NSP-1 の状態は、NSP-1 モニタリングツール
のNSP-1 ステータス監視ウィンドウで知ることができま
す。
正常時は青色のマーク、エラーが検出されると赤色のマー
クが表示されます。

NSP-1 モニタリングツールのアラーム通知設定を行うこと
で、システムにエラーが検出された場合に、警告音を鳴ら
したり、自動的に電子メールを送信したりすることができ
ます。
エラー検出時に警告音を鳴らすように設定している場合、
警告音はリピート再生されます。再生を停止するには、同
時に表示されているアラームウィンドウの [ 停止 ] をクリッ
クしてください。

◆ アラーム通知設定について詳しくは、「アラーム通知に関する設
定を行う」 （23 ページ）をご覧ください。

全体の状態として赤色のマークが表示された場合は、ス
テータスリスト上の通信状態、再生状態、機器状態のいず
れかの欄に赤色のエラー表示があります。これによって、

どのNSP-1 にどのような種類のエラーが検出されたかを知
ることができます。
管理を行っているNSP-1 の台数が多い場合は、次の「エ
ラー情報を検索する」の手順で検索を行うと便利です。

エラー情報を検索する

1 NSP-1ステータス監視ウィンドウでエラーが検出されて
いるNSP-1 を見つけるには、リストの上にある [ エ
ラー検索 ] をクリックします。 
 
クリックするたびに、選択されている位置より下でエ
ラーが発生しているNSP-1 が検索され、その行がハイ
ライト表示となります。最終行まで検索した場合は、
リストの先頭に戻ります。

エラーが検出されているNSP-1 の詳細情報を表示させ、エ
ラーの詳細を知ることができます。

◆ 詳細情報を表示させる方法については、次の「NSP-1 の詳細
なステータス情報を確認する」をご覧ください。

ヒント

システム全体の状態

ヒント
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NSP-1 の詳細なステータス情報を確
認する
NSP-1 ステータス監視ウィンドウでは、どのNSP-1 にどの
種類 ( 通信、再生、または機器状態 ) の異常が検出されたか
ということのみが表示されますが、以下の手順で、個別の
NSP-1 の詳細なステータス情報を表示させることができま
す。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウで、希望のNSP-1 をダ
ブルクリックします。 
または、希望のNSP-1 を右クリックし、表示されるメ
ニューの [ 詳細情報表示 ] を選択します。 
 
詳細情報表示ウィンドウが開き、選択されたNSP-1 の
詳細情報が表示されます。

2 詳細情報表示ウィンドウの右上隅にある[×](閉じる)ボ
タンをクリックして、ウィンドウを閉じます。 
 
詳細情報表示ウィンドウを開いたまま、他の操作を行
うこともできます。

手動でNSP-1 からステータス情報を
取得する
NSP-1 モニタリングツールでは、通常は、一定時間ごとに
自動的に各NSP-1 と通信を行い、ステータス情報を取得す
るような運用を行います。
ただし、現在の状態を確認したい場合など、手動で個別の
NSP-1 のステータス情報を取得する機能も用意されていま
す。自動取得を行わずに、ステータスを確認したいときだ
け、手動で情報を取得することもできます。
手動で個別のNSP-1 のステータス情報を取得するには、下
記の操作を行ってください。

◆ ステータス情報の自動取得の間隔などの設定は、環境設定ダイ
アログボックスで行います。環境設定について詳しくは、
「NSP-1 モニタリングツールの環境設定を行う」 （21 ページ）を
ご覧ください。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウで、ステータス情報を
取得するNSP-1 を選択します。 
複数のNSP-1 を選択するには、Ctrl キーを押しながら、
順番にクリックします。 
ある範囲のNSP-1 をすべて選択するには、Shift キーを
押しながら、範囲の両端のNSP-1 を順番にクリックし
ます。 
すべてのNSP-1 を選択するには、NSP-1 ステータス監
視ウィンドウを右クリックし、表示されるメニューの [
すべて選択 ] をクリックします。

2 選択範囲を右クリックし、表示されるメニューの [ ス
テータス問い合わせ ] を選択します。 
 
NSP-1 モニタリングツールは、選択されたNSP-1 と順
番に通信を行ってステータス情報を取得し、NSP-1 ス
テータス監視ウィンドウの表示を更新します。
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エラーの履歴を確認する
NSP-1 ステータス監視ウィンドウは、各NSP-1 から最後に
取得したステータスを表示しています。このため、一定間
隔で自動的にステータスを取得するように設定している場
合、再生状態のエラーなどは時間が経つと次のイベントの
再生に移ってしまい、エラーが表示されなくなってしまう
ことがあります。
過去に発生したエラーの履歴を確認するには、次の手順を
実行してください。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウで [ エラー履歴 ] をク
リックします。 
 
StatusLog フォルダを表示するWindows Explorer ウィ
ンドウが表示されます。

2 エラーの履歴を確認する日付のログファイルをダブル
クリックします。 
例えば、2005 年の 4月 24 日に発生したエラーの履歴
を表示させるには、20050424StatusLog.csv をダブルク
リックします。 
 
Windows で、拡張子 .csv のファイルに関連付けられて
いるプログラムが起動し、選択したファイルの内容が
表示されます。 
このエラーの履歴のファイルは、システムのすべての
NSP-1 で共通で、時刻、エラーが発生したNSP-1 の番
号と名称、エラーの情報が記録されています。

3 エラーの確認が終わり、必要がなくなったら、エラー
の履歴ファイルの内容が表示されたウィンドウと
StatusLog フォルダのウィンドウを閉じます。

NSP-1の再生結果を確認
する

各NSP-1 ですでに行われた再生の結果を確認するには、
NSP-1 再生結果ウィンドウを使用します。

• 再生結果のデータは、Unicode( ユニコード ) に対応してい
ません。このため、Windows の地域と言語のオプション
の設定によっては、正しく表示されない文字がある場合
があります。

• 工場出荷時の初期状態のNSP-1 は、再生結果を記録する
設定になっていません。再生結果の確認を行うには、
NSP-1 のユーザー設定画面で、再生結果を保存するよう
に設定を変更する必要があります。

◆ 詳しくは、NSP-1 の取扱説明書をお読みください。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウで、希望のNSP-1 を右
クリックし、メニュー上の [ 再生結果表示 ] を選択しま
す。 
 
NSP-1 再生結果ウィンドウが表示されます。この段階
では、再生結果表示および再生結果の詳細画面には
データは表示されていません。

NSP-1 再生結果ウィンドウがすでに表示されている場
合は、NSP-1 ドロップダウンリストボックスで希望の
NSP-1 を選択することができます。

2 必要な場合は、新しい再生結果のデータを取得します。 
カレンダー画面のいずれかの場所を右クリックして、
表示されるメニューの [ 再生結果の取得 ] を選択してく
ださい。

ご注意

ヒント
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3 カレンダー画面で、再生結果を表示させたい日付をク
リックします。 
 
再生結果表示画面および再生結果の詳細画面に、選択
した日の再生結果が表示されます。

◆ NSP-1 再生結果ウィンドウについて詳しくは、「NSP-1 再
生結果ウィンドウ」 （8 ページ）をご覧ください。

カレンダーに希望の月が表示されていない場合は、表
示月ドロップダウンリストボックスで希望の年と月を
選択するか、矢印の前月、次月ボタンで希望の月を表
示させてください。今月のカレンダーを表示させるに
は、[ 今月 ] をクリックすることもできます。

別のNSP-1 の再生結果を表示させるには
カレンダー画面上部のNSP-1 ドロップダウンリストボック
スで、希望のNSP-1 を選択し、手順 2から操作を繰り返し
ます。

エラー情報を検索する

1 再生結果表示画面または再生結果の詳細画面で検出さ
れているエラーを見つけるには、それぞれの画面にあ
る [ エラー検索 ] をクリックします。 
 
クリックするたびに、選択されている位置より下にあ
るエラーが検索され、その行がハイライト表示になり
ます。最終行まで検索した場合は、リストの先頭に戻
ります。

[ エラーコード表 ] をクリックするとエラーコードの意
味の一覧が表示され、検出されたエラーの意味を知る
ことができます。

手動でNSP-1 から再生結果を取得す
る
NSP-1 の再生結果を手動で取得するには、下記のいずれか
の操作を行います。

再生結果のデータを自動的にNSP-1 から取得するように設
定していない場合は、設定することをお勧めします。この
設定は、NSP-1 モニタリングツールの環境設定ダイアログ
ボックスで行います。

◆ 環境設定について詳しくは、「NSP-1 モニタリングツールの環境
設定を行う」 （21 ページ）をご覧ください。

NSP-1 ステータス監視ウィンドウで
複数のNSP-1 の再生結果を同時に取得することができま
す。

1 再生結果を取得するNSP-1 を選択します。 
複数のNSP-1 を選択するには、Ctrl キーを押しながら、
順番にクリックします。 
ある範囲のNSP-1 をすべて選択するには、Shift キーを
押しながら、範囲の両端のNSP-1 を順番にクリックし
ます。 
すべてのNSP-1 を選択するには、NSP-1 ステータス監
視ウィンドウを右クリックし、表示されるメニューの [
すべて選択 ] をクリックします。

2 選択範囲を右クリックし、表示されるメニューの [ 再生
結果の取得 ] を選択します。 
 
NSP-1 モニタリングツールは、選択されたNSP-1 と順
番に通信を行って再生結果を取得します。再生結果を
取得している間、NSP-1 ステータス監視ウィンドウで
は、該当するNSP-1 の通信状態欄に のマークが表
示されます。

3 取得した再生結果を確認するには、「NSP-1 の再生結果
を確認する」 （15 ページ）の操作を行い、再生結果を
表示させてください。

NSP-1 再生結果ウィンドウで

1 再生結果を取得したいNSP-1の名称がNSP-1ドロップダ
ウンリストボックスに表示されていない場合は、希望
のNSP-1 を選択します。

2 カレンダー画面のいずれかの場所を右クリックして、
表示されるメニューの [ 再生結果の取得 ] を選択しま
す。 

ヒント

ヒント

ヒント
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NSP-1 モニタリングツールは、NSP-1 と通信を行って
再生結果を取得します。

3 取得した再生結果を確認するには、カレンダー画面で
再生結果を表示させたい日付をクリックします。

再生結果を別ファイルとして書き出す
下記の手順で、現在選択されている日の再生結果のファイ
ルを、NSP-1 から取得して保存されているものとは別の
ファイルとして保存することができます。

◆ 再生結果のデータを、会計システムなど別のアプリケーション
で使用する場合は、「再生結果のデータ保存について」 （22 ペー
ジ）の説明を、あわせてご覧ください。

1 プレイリストの再生結果をファイルとして書き出す場
合は、再生結果表示画面の [ 新規保存 ] をクリックしま
す。 
レイヤーの再生結果または制御の結果を書き出す場合
は、希望のパネルを表示させてから、再生結果の詳細
画面の [ 新規保存 ] をクリックします。 
 
名前を付けて保存ダイアログボックスが表示されます。

2 ファイルを保存するフォルダとファイル名を指定して [
保存 ] をクリックします。 
 
選択した再生結果の情報が、.csv という拡張子のファ
イルとして指定したフォルダに保存されます。 
このファイルには、NSP-1 再生結果ウィンドウには表
示されていない項目も含まれています。

不要な再生結果のデータを削除する
不要になった再生結果のデータは、下記の手順で、NSP-1
モニタリングツールが動作している PCから定期的に削除
してください。保存されているデータが非常に多くなると、
PCの動作が不安定になる場合があります。

この操作は、各NSP-1 から再生結果のデータを削除するも
のではありません。
NSP-1 上では、一定期間が経つと、再生結果のデータは自
動的に削除されます。

1 特定のNSP-1から取得した再生結果のデータを削除する
場合、希望のNSP-1 の名称がNSP-1 ドロップダウンリ
ストボックスに表示されていない場合は、希望のNSP-
1 を選択します。 
すべてのNSP-1 のデータを削除する場合は、この手順
は必要ありません。

2 カレンダー画面のいずれかの場所を右クリックして、
表示されるメニューの [PC内の再生結果の削除 ] を選
択します。 
 
PC 内の再生結果の削除ダイアログボックスが表示され
ます。

3 選択されているNSP-1から取得したデータだけを削除す
る場合は、選択しているNSP-1 オプションボタンを選
択します。 
すべてのNSP-1 のデータを削除する場合は、すべての
NSP-1 オプションボタンを選択します。

4 期間の始めと終わりの日付を指定します。 
ドロップダウンリストボックスのボタンをクリックす
るとカレンダーが表示されます。カレンダー上でク
リックした日付が指定されます。

5 [OK] をクリックします。 
 
確認のメッセージが表示されます。

ご注意
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6 [ はい ] をクリックします。 
 
選択したNSP-1 またはすべてのNSP-1 の指定した期間
の再生結果が PCから削除されます。

NSP-1の設定画面を開く

NSP-1 モニタリングツールからWeb ブラウザーを起動し
て、NSP-1 の設定画面を表示することができます。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウでは、設定画面を表示
したいNSP-1 の行を右クリックし、表示されるメ
ニューの [NSP-1 のブラウザ表示 ] を選択します。 
NSP-1 再生結果ウィンドウでは、カレンダー画面のい
ずれかの場所を右クリックして、同様に [NSP-1 のブラ
ウザ表示 ] を選択します。 
 
NSP-1 にアクセスするためのユーザー名とパスワード
を入力するためのダイアログボックスが表示されます。

2 NSP-1 に設定されている管理者用のユーザー名とパス
ワードを入力して、[OK] をクリックします。 
 
Internet Explorer が自動的に起動され、選択したNSP-
1 のステータスを表示します。 
( 他のWeb ブラウザーがWindows でWeb ページを表
示するプログラムとして指定されていても、Internet 
Explorer が起動されます )

◆ NSP-1 の設定画面については、NSP-1 の取扱説明書をお読
みください。
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設定

この章では、次の設定の操作について説明します。

• ライセンスの登録 
NSP-1 モニタリングツールをお使いいただくためには、
BZNP-D1(NSP-1 を 10 台まで管理できる有償ソフトウェ
ア ) と、BZNP-DP50 のライセンスを少なくとも 1つご購
入いただく必要があります。 
BZNP-D1 と NSP-1 モニタリングツールを別々の PC上で
使用する場合は、NSP-1 モニタリングツールにもライセ
ンスキーを入力していただく必要があります。 
BZNP-D1 と NSP-1 モニタリングツールを同じ PC上で使
用する場合は、NSP-1 モニタリングツールでのライセン
スの登録は必要ありません。

• 管理を行うNSP-1 の情報の読み込み 
BZNP-D1 と同様に、NSP-1 モニタリングツールにも各
NSP-1 と通信を行うための情報が必要です。 
BZNP-D1 と NSP-1 モニタリングツールを別々の PC上で
使用する場合は、BZNP-D1 で登録したNSP-1 のデータを
ファイルに書き出して、NSP-1 モニタリングツールに読
み込ませる必要があります。 
BZNP-D1 と NSP-1 モニタリングツールを同じ PC上で使
用する場合は、この操作は必要ありません。

• NSP-1 モニタリングツールの環境設定 
各 NSP-1 のステータス情報や再生結果のデータを自動的
に取得するかどうかと、自動的に取得する場合はその間
隔を指定します。 
また、再生結果のデータを保存する場所を、希望のフォ
ルダに変更することができます。

• アラーム通知に関する設定 
システムに何らかのエラーが検出された場合に、警告音
を鳴らしたり自動的に電子メールを配信するなど、NSP-
1 モニタリングツールの画面を見ていなくてもわかるよ
うな設定を行うことができます。

必要に応じてこの章の説明をお読みになり、設定を行って
ください。

NSP-1 モニタリングツールとNSP-1 の通信中に、設定の操
作を行うと、通信を中止するかどうかを確認するメッセー
ジが表示されます。通信を中止して設定を行う場合は、[ は
い ] をクリックしてください。 
再生結果の取得中だった場合、通信を中止すると、次に再
生結果を取得するときに、もう一度すべてのデータを取得
しなおすことになりますのでご注意ください。

ご注意
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ライセンスを登録する

NSP-1 モニタリングツールをお使いいただくためには、
BZNP-D1 と、BZNP-DP50 のライセンスをご購入いただく
必要があります。BZNP-D1 をインストールした PCで
NSP-1 モニタリングツールも使用する場合は、BZNP-D1 で
ライセンスを登録するだけでNSP-1 モニタリングツールも
お使いになれますが、別の PCで使用する場合は、下記の
手順でNSP-1 モニタリングツールにもライセンスを登録し
てください。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウのメニューバーで [ ヘ
ルプ ] > [ ライセンス設定 ] を選択します。 
 
ライセンス設定ダイアログボックスが表示されます。

2 BZNP-D1 のライセンスキー ( マスターライセンスキー )
を、マスターライセンステキストボックスに入力しま
す。

3 [ ライセンス追加 ]をクリックし、表示されるライセンス
追加ダイアログボックスにBZNP-DP50 のライセンス
キーを入力して、[OK] をクリックします。 
 
入力したライセンスキーがライセンス設定ダイアログ
ボックスに表示されます。

4 ライセンス設定ダイアログボックスの [OK] をクリック
します。

NSP-1 モニタリングツールをBZNP-D1 とは異なる PCでお
使いになる場合は、NSP-1 と通信を行うために、NSP-1 の
情報を BZNP-D1 から読み込む操作も必要です。

◆ 詳しくは、次の「管理を行うNSP-1 の情報を読み込む」をご覧
ください。

管理を行うNSP-1の情
報を読み込む

BZNP-D1 と同様、NSP-1 モニタリングツールもネットワー
クを介してNSP-1 と通信を行います。このため、管理対象
のNSP-1 を登録しておく必要があります。
BZNP-D1 で登録したNSP-1 の情報をファイルに書き出し、
そのファイルをNSP-1 モニタリングツールで読み込むこと
で、BZNP-D1 に登録されているNSP-1 の情報を使用する
ことができます。

この操作は次の場合に必要となります。
• BZNP-D1とNSP-1モニタリングツールを別々のPC上で動
作させる場合 
最初にNSP-1 モニタリングツールを起動したときに、情
報を読み込ませる必要があります。

• NSP-1 モニタリングツールを起動してから、BZNP-D1 で
NSP-1 の登録情報を変更した場合 
NSP-1 モニタリングツールは、起動時にNSP-1 の情報を
確認します。それ以降に変更した場合は、NSP-1 モニタ
リングツールを起動しなおすか、情報の読み込みを行っ
て変更を反映させます。 
ただし、NSP-1 モニタリングツールは、再生結果のデー
タをNSP-1 の名称によって管理しています。運用中に
NSP-1 の名称を変更した場合、変更前の再生結果が表示
できなくなりますのでご注意ください。

1 BZNP-D1の設定メニューにある[設定ファイルの書き出
し ] で、BZNP-D1 に登録されているNSP-1 の情報を
ファイルに書き出します。

◆ BZNP-D1 の操作については、BZNP-D1 の取扱説明書をお
読みください。

2 NSP-1 ステータス監視ウィンドウのメニューバーで、[
設定 ] > [ 設定ファイルの読み込み ] を選択します。 
 
ファイルを開くダイアログボックスが表示されます。

ヒント

ヒント
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3 手順 1で書き出したファイルを指定して、[ 開く ] をク
リックします。

手順 1で書き出したNSP-1 の情報のファイルではない
ものを誤って読み込んでしまうと、NSP-1 の設定情報
が消去され、BZNP-M1 と BZNP-D1 共に正しく運用で
きなくなってしまう可能性がありますので、ご注意く
ださい。

NSP-1 ステータス監視ウィンドウに、NSP-1 のリスト
が表示されます。

NSP-1モニタリングツー
ルの環境設定を行う

NSP-1 モニタリングツールの環境設定ダイアログボックス
には、次の 3つの設定項目があります。
• ステータスの自動監視を行うかどうかと、行う場合の確
認の間隔

• 再生結果の自動取得を行うかどうかと、行う場合の取得
時刻

• 再生結果を保存するフォルダ

工場出荷時の初期状態のNSP-1 は、再生結果を記録する設
定になっていません。再生結果の確認を行うには、NSP-1
のユーザー設定画面で、再生結果を保存するように設定を
変更してください。 
ただし、再生結果を記録するように設定した場合、NSP-1 
は電源ONまたは運用休止後の起動時に、指定されている
保存期間を超えた再生結果を自動的に削除します。保存さ
れているデータ量によっては、起動するまでに数分程度か
かる場合がありますので、ご注意ください。
NSP-1 の起動に時間がかかると、通信の状態がエラーに
なったり、再生予定時刻と実際に再生された時刻に差があ
るというエラーが、再生結果にあらわれたりする場合があ
ります。

また、NSP-1 モニタリングツールの再生結果の自動取得は、
初期状態では行わない設定になっています。再生結果を確
認する必要がある場合は、自動取得を行うように設定しま
す。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウのメニューバーで、[
設定 ] > [ 環境設定 ] を選択します。 
 
環境設定ダイアログボックスが表示されます。

2 NSP-1 のステータスの自動監視を行う場合は、ステータ
スの自動監視チェックボックスにチェックマークをつ

ご注意
ご注意
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け、周期スピンボックスでステータスを確認する間隔
を指定します。 
自動監視を行わない場合は、チェックボックスをクリ
アします。

NSP-1 モニタリングツールは、ここで指定した周期ご
とに、管理しているすべてのNSP-1 と順番に通信を
行ってステータスを確認します。
指定されている周期内にすべてのNSP-1 の確認が終わ
らない場合、最後のNSP-1 まで確認せずに、再びリス
トの先頭のNSP-1 から、ステータスの確認を行います。
接続に時間がかかるネットワーク環境で運用している
場合や、管理しているNSP-1 の台数が多い場合は、長
めの周期を設定してください。

3 再生結果をNSP-1 から自動取得する場合は、再生結果の
自動取得チェックボックスにチェックマークをつけ、
スピンボックスで取得を行う時刻 ( 再生結果の自動取
得は、一日に一度行われます ) を指定します。

NSP-1 から再生結果を取得する操作は PCに負荷がか
かります。BZNP-D1 の運用中に自動取得が行われない
ように時刻を設定してください。 
また、NSP-1 の毎日の運用休止時間 ( スリープ時間 ) と
その後の 30 分を避け、運用休止時間が終了した 1時間
程度後の時刻を設定することをお勧めします。

4 必要な場合は、再生結果の保存フォルダを変更します。 
テキストボックスにパスを入力するか、[ 参照 ] をク
リックして、フォルダを指定してください。 
このフォルダの下に、NSP-1 ごとにフォルダが作成さ
れ、再生結果が日付ごとにログファイルとして保存さ
れます。

◆ 再生結果のデータについて詳しくは、次の「再生結果の
データ保存について」をご覧ください。

5 [OK] をクリックします。 
 
変更した項目が保存され、環境設定ダイアログボックス
が閉じます。

再生結果のデータ保存について
各NSP-1 から取得した再生結果のデータは、環境設定ダイ
アログボックスで指定した「再生結果の保存フォルダ」に、
次のようなディレクトリ構成の CSV形式のファイルとして
保存されます。
「再生結果の保存フォルダ」以外のフォルダやファイル名、
ディレクトリ構成を変更することはできません。

• 図のように、再生結果のデータはNSP-1 の名称で管理し
ています。運用中にNSP-1 の名称を変更した場合、変更
前の再生結果が表示できなくなりますのでご注意くださ
い。

• 再生結果は、他のデータとは異なり、Unicode( ユニコー
ド ) に対応していません。このため、Windows の地域と
言語のオプションの設定によっては、正しく表示されな
い文字がある場合があります。

NSP-1 再生結果ウィンドウのカレンダーで希望の日付を右
クリックし、表示されるメニューで [ この日のCSV保存
フォルダを開く ] を選択すると、日付に該当する
YYMMDDフォルダを表示するWindows Explorer ウィン
ドウが表示され、含まれている再生結果のファイル一覧が
確認できます。ここでいずれかのファイルをダブルクリッ
クすると、.csv というファイル拡張子に関連付けられてい
るアプリケーションプログラムで、選択した再生結果の
ファイルを開くこともできます。

各ファイルの先頭には、一行目にファイルを管理するため
のバージョン番号、2行目に項目の見出しがあり、3行目以
降が再生結果のデータとなります。ファイルには、NSP-1
再生結果表示ウィンドウに表示されない項目も含まれてい
ます。
再生結果のファイルのフォーマットについて、詳しく知り
たいかたは、「ソニー業務用製品ご相談窓口のご案内」にあ
る窓口にお問い合わせください。

ご注意

ご注意

ご注意

ヒント
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アラーム通知に関する設
定を行う

NSP-1 モニタリングツールでは、赤色のマークで表される
ような何らかのエラーがシステムに検出された場合に、画
面を見ていなくてもわかるよう、警告音を鳴らしたり自動
的に電子メールを配信するなど、エラーを通知する設定を
行うことができます。

1 NSP-1 ステータス監視ウィンドウのメニューバーで、[
設定 ] > [ アラーム通知設定 ] を選択します。 
 
アラーム通知設定ダイアログボックスが表示されます。

2 アラーム通知する異常状態欄で、エラーが検出された
ときに通知を行う項目を選択し、チェックマークをつ
けます。複数の項目を選択することができます。 
ネットワークの異常、再生の異常、機器の異常という
3つの項目は、NSP-1 ステータス監視ウィンドウのス
テータス表示の欄に対応しています。 
エラーが検出されても通知を行わない項目は、チェッ
クボックスをクリアします。

3 通知手段欄で、エラーを通知する手段を選択し、
チェックマークをつけます。複数の項目を選択するこ
とができます。

4 通知手段欄で選択した項目に応じて、必要な設定を行
ないます。 

メールを選択した場合は、下記のメール設定欄の設定
を行います。

サウンドを選択した場合は、サウンド設定欄の [ 参照 ]
をクリックして、エラーが検出されたときに再生する
サウンドのファイル (.wav ファイル ) を指定します。

エラー検出時には、この警告音がリピート再生されま
す。警告音を停止するには、同時に表示されているア
ラームウィンドウの [ 停止 ] をクリックしてください。

プログラムを選択した場合は、プログラム設定欄の [
参照 ] をクリックして、エラーが検出されたときに実
行するプログラムを指定します。

5 [ テスト ]をクリックして、通知が適切に行われることを
確認します。

6 [OK] をクリックします。 
 
設定が有効になり、アラーム通知設定ダイアログボッ
クスが閉じます。

• エラーが検出された際にプログラムを実行するように設
定する場合は、そのプログラムがBZNP-D1 の運用や
NSP-1 の再生などに影響を与えないよう、ご注意くださ
い。 
[ テスト ] をクリックして設定を確認する際にも、ご注意
ください。

• 一度に大量の通知が行われることを避けるため、別のエ
ラーが検出されても、エラー通知後 10 分間は次の通知は
行われません。

設定項目 内容

表題 送信されるメールの表題 ( 件名 ) を指定しま
す。

送信先 メールの宛先のアドレスを指定します。

アドレス NSP-1 モニタリングツールのアドレスを指定
します。このアドレスが、送信されるメール
の差出人のアドレスとして表示されます。

SMTPサーバー メールの送信に使用する SMTPサーバーのホ
スト名または IP アドレスを指定します。
認証が必要な SMTPサーバーを利用してメー
ルを送信することはできませんので、ご注意
ください。

ヒント

ご注意
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